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学校経営における (法的) 紛争事項への対処が、 教育委員会のみならず個別学校にも求められる傾向にあるなかで、校
長には従来以上に法的な知識が求められている。 こう した現状の下で、 校長は通常の学校経営において法規との関わり を
どの程度認識しており、 また学習の必要性をどの程度感じているのか、 さらには勤務する学校の種類や地域性、 校長個人
の職歴等によってそれらの認識には違いがあるのかについて、40名の校長を対象とするイ ンタ ビュー調査をもとに整理を
試みた。
「管理職を目指すにあたって、 法規についていつ頃学習したか」 「校長になってから法規を参照することはあるか(そ
れはどのよう な法規か)」 「学校の管理運営にあたって、 どの法規の理解が必要であると思うか」 「学校経営において法規
のことを考える機会はあるか」 という各設問について回答を整理した結果、 いく つかの結果が得られた。
第一は小学校長よりも中学校長において法規の参照に関する意識が強いという ことであり、 学校経営上での法的案件の
発生しやすさに違いがあることが影響すると考えられた。 第二は指導主事など教育行政職員の経験を有する校長の方が法
規を参照する傾向にあり、 学校現場での経験を積み上げてきた校長は設置者の定める学校管理規則の参照や教育委員会事
務局 ・ 近隣校への問い合わせをよくする様子が明らかになった。 第三は学校経営上参照する法規の多 くが教員の労働条件
や身分等に関することや研修 ・ 出張等に関することで、 教職員に関係する内容について確認することが多いという ことが
明らかになった。 このほかにも、 学校の所在する地域の特性からも影響を受ける様子が示唆された。
「法的な根拠」 や 「管理職の発言」 といった権力性を意識する説明より も 「社会人と してのモラル」 といった説明を好
む学校文化において法的事項への意識を高めることは、 今後の学校経営実践上の大きな課題であることが指摘でき
キーワード: 学校経営、 校長、 法規、 学校管理規則
Key words : school management, principal, laws and regulations, school management rules 
1 はじめに
学校経営において 「法的事項」 への関心は不可欠であ
る。 学校教育に公費が充当され、 その活動に教育公務員
が従事しているという状況をみても、 学校教育が 「法の
下の行政」 の一環と して行われているこ とには疑いがな
い。 また従来から教員採用試験や管理職選考試験等にお
いては、 それぞれ教育法規に関する出題が一定程度を占
めており、 学校教育と法規 ・ 法令が切り離しがたい関係
にあるこ とも理解されよう。
いつぼう、 近年になってこの状況に若干の変化がみら
る。 法的事項への関心が学校レベル・ 教員レベルによ
り強く求められるようになったことが指摘できる。 学校
教育にかかる法的紛争をみても、 国・ 地方レベルの政策 ・ 
制度の適否を問う よう な紛争は日立たなく なる一方で、
教員の身分等をめぐる争いのほか、 学校事故をめぐる争
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いなど、 学校レベル ・ 教貝レベルでの法令遵守 ( スクー
ル ・ コンプライ アンス) をめぐる紛争が目立つよう になっ
ている。 学校は “調和” から “衝突” の時代を迎え、 保
護者、 地域住民、 そして教職員が権利主張をぶつけ合う
場になっているという指摘(坂田2014) は当を得たもの
と言えよう0
そして、 こう した変化の中で、 学校レベル ・ 教員レベ
ルで発生する法的紛争については当事者を学校の設置者
や教員の服務監督権者 (教育委員会・ 学校法人) だけと
せず、 教員個々人とする傾向も指摘される。 法的紛争の
構図の変化と並行して、 教育行政においては地方分権化
が進み、 学校経営においては学校の自主性 ・ 自律性の確
立 (学校経営における校長の責任と権限の強化 ・ 明確化) 
が進んだ。 それらの帰結と して、 学校での(法的) 紛争
についても個別の学校やその管理者 (校長 ) 、 個々の教
*兵庫教育大学大学院教育実践高度化専攻学校経営コース 准教授
* * 大学院学校教育研究科 (専門職学位課程) 教育実践高度化専攻学校経営コース 平成27年10月23 日受理
川 上 泰 彦 細 畠 昌 大
職員に当事者性が求められるよう になったという説明が
できそう である。 個々の学校 ・ 教員レベルの実践的関心
で言えば、 従来のよう に法的紛争の処理を教育委員会等
に任せるよう な 「保護」 の関係から、 紛争の当事者と し
て法的事項に対応する 「自衛」 が求められる傾向にある
といえ、 従来通りの意識や知識の中で状況の変化に対応
するのは、 そのまま学校(管理職) や教員がリスクにさ
らされるこ と を意味している。
最近になって、 学校ト ラブルにおける訴訟や賠償への
リスクに対応する 「教職員賠償責任保険」 や 「教職員賠
償責任共済」 の加入者増加が報じられていた (朝日新聞
2015年 8 月14 日) が、 こう した動向は学校現場の法的リ
スクに対する危機感のあらわれを意味する一方で、 上記
の当事者性の変化を裏付けるものとも言える。 そしてこ
の当事者性の変化からは、学校経営において管理職が個々
に法的知識を備えて事態に対応すべき必要性が増してい
るこ とが示唆されるのである。
しかし、 こう した状況の変化に対応した法的事項の学
習がプロ グラム化されているかという と、 それほど十分
ではない。 学校管理職の実務課題を挙げた書藉類 (元兼
2010、露口2011、元兼2012、八尾坂2015) をみても、危
機管理やリ スク ・ マネジメ ント についてのまとまった記
述がみられるほか、 教職員の不祥事防止等のト ピックな
どが扱われてはいるものの、 日常の学校経営場面におけ
る法的事項の理解やスクール ・ コ ンプライ アンスについ
ては、 特別の取り扱いをしていない。 学会の示す 「校長
の専門職基準」 には 「職業倫理と してのスクール ・ コ ン
プライアンス」 が挙げられるが ( 日本教育経営学会実践
推進委員会2015) 、 具体的な内容は横断的で多岐にわた
るために、 法的事項の理解を校長の実務課題と して特別
にまとめることは難しいとも言える。
また採用後の教員に対して、 キャリアの中で法的事項
の学習をプロ グラム化する手段と しては、 研修 (Off- 
JT) の実施、日常業務に法的事項を取り入れたOJT、 さ
らには管理職選考試験等での出題 ・ 取扱いが挙げられる
が、 それらの検証も十分ではない。 そもそも現代の学校
経営において、 校長はどの程度の法的事項を取り扱い、
どのく らい法的知識の必要性を認識しているのかも十分
把握されておらず、 どう いった種類の知識について、 ど
の程度の学習を促すべきかについての議論も始められな
い状況にある。
そこで本稿では、 公立小 ・ 中学校長が現状どの程度の
法的知識への関心を持ち、 また日常的な法的事項に対し
てどのよう な対応をしているのかについて調査を行った。 
類似の関心を持った先行研究が薄いため、 現状を把握し
つつ今後の研究に向けた仮説を生成するという意味から、
アンケートではなく大人数への聞き取り という形で調査
を進めた。 以下、 2 では調査の日的 ・ 関心について、 3 
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では聞き取り調査の項目設定について、4 では質間項日
ごとの調査結果について、 5 ではまとめと考察、 今後の
課題について述べる。 
2 調査の目的・ 関心
学校経営のリーダーたる校長にとって、 各種職務を遂
行するための判断において法規 ・ 法令に基づく こ とは不
可欠である。 教育委員会事務局での教育行政であれば、
学校現場の事案に対して校長の下した判断の内容のみな
らず、 その判断理由や根拠の適否も問われる。 いつぼう
校長については個人差が大きい。 法規を知つている校長
は対応が早く て事案が深刻化しないとされ、 日常的な職
員等への対応についても学校日誌への記録など危機管理
に向けた意識を欠かさないが、 その反面で全く異なる法
規 ・ 法令の認識を持ち 「市の管理運営規則に従っていれ
ば良いのであって、 余計なことはしない方がよい」 とす
る校長もいる。 法規 ・ 法令の参照は職務の円滑な遂行と
質の向上に資するはずであるが、 その度合いは各校長で
違っているのである。
そこで以下では、 校長が学校経営を行うにあたり、 学
校のリ ーダーと して実務上における法規 ・ 法令をどのよ
うに参照 ・ 違守し、 学校運営や研修等にどう活用してい
るのか、 校長の職務の実際における法的事項の取扱いに
注目して、 聞き取り調査を行う こととした。 その際、 こ
れまでの職務経験において指導主事等を経験したことの
ある校長と、 学校現場のみを経験してきた校長とでは、
過去の経験も職務上で身に着けた知識や経験も違う と考
え、 それらがどのよう に知識や必要性の認識に反映され
ているかという面にも着日した 0 
3 聞き取り調査の項目設定
(1 ) 予備調査と聞き取り項目の設定
校長の職務における法規運用の実際を調査するにあた
り、事前に小学校 ・ 中学校に勤務する校長6 名に対して
予備的な調査を実施し、 学校現場における法規 ・ 法令の
必要性に関する認識や、 法規 ・ 法令が必要だと感じた場
面及びエ ピソー ドなどについて尋ねた。 その結果、 「法
規は、 必ず知つておく べき」 「何条とは言えなく ても、
法令は知つておくべき」 「法規は、 あまり関係ない」 「法
規より、 市教育委貝会の学校管理運営規則について知つ
ておく こ とだ」 など、 法規の必要性についての認識に個
人差があることが分かった。 法規に関する知識を必要と
した場面については、児童 ・ 生徒にかかわるものを指摘
する者や、 教職員に関する動務時間や休態時間などにつ
いて指摘した者などがあったが、 学校種(小学校 ・ 中学
校) の違いとの関連性が見て取れるものであった c 
そこで、市町立学校の校長として学校の経営 ・ 管理運
営を行う際に、 法規 ・ 法令を知つておかなく てはならな
いと
を感
学校経営の中で求められる法的知識とその学習機会
いう必要性の認識と、 実務上で法規 ・ 法令の必要性
じた体験についての聞き取り調査を改
事前調査の結果から、
に整理した。 
①あなたは、
④今回の質問で、
ますか。 
めて実施した。 
聞き取り調査の項目を以下の4 つ
管理職を
ていつ頃学習されま した
目指すにあたって、
か。 
②校長になり、 法規を紐解く
か。 あるとすれば、 どのよう な
③学校を管理運営するのに、
あると思いましたか。 
法規につい
よう なこ とはありました
法規ですか。
どの法規の理解が必要で
法規について何か感じたこ とはあり
(2) 調査対象及び調査方法について
続いて本調査では、 上記の4 項日について電話による
聞き取りを行った。 調査対象者は、 予備的調査の分析で
得られた知見から、 ①小学校 ・ 中学校のいずれかの校種
で校長経験歴3 年以上の者、 ②県教育委員会事務局、市
町教育委員会事務局などの教育行政経験者と全く教育行??に関わったこ とのない者、 ③都市部、
に勤務する者、
まず 「小学校 ・ 
のそれぞれが比較でき
中都市部、 地方
るよう選定した。 
中学校のいずれかの校種で校長経験歴
3 年以上の者」 の比較は、 予備調査において小学校長と
中学校長とでは校種の違いに起因するよう な回答傾向の
違いがみられたためである。 次に 「県教育委員会事務局、
市町教育委員会事務局などの教育行政経験者と全く教育
行政に関わったこ とのない者」 の比較は、 予備調査にお
いて、 同じ実務上の場面を用いて校長と しての判断に関
する意見交換をしたにもかかわらず、 前者は判断の根拠 ・ 
背景に法規 ・ 法令の名称等を用いる一方で、 後者は同様
の結論を導き出しても法規 ・ 法令などの名称をあまり出
さず、 職業倫理やモラル、 校長と しての感覚を判断の
拠 ・ 背景とする傾向があ
識されたためである。 そ
市に勤務する者」
の違いに応じて、
の比較
児童 ・ 
根
り、 より詳細な比較の必要が認
して 「都市部、 中都市部、 地方
は、 各校長の動務する地域環境
生徒の状況や保護者の状況、 地
表1 -1 調査対象者内訳
域住民と学校の関係性の違いがみられ、 校長の認識にも
影響が及ぶことが想定されたためである。
上記のよう な判断のもと、 調査対象者を選定したc ま
ず小学校長については、 勤務経験3年以上の者で、 教育
行政経験者を10名 (小A①~ ⑩) と学校現場のみ経験者
を10名 (小 B①~ ⑩) 選び、 それぞれについて勤務地域
を都市部、中都市部、 地方市に分散させた(各カテゴリー
?
3
 
3名程度)。 同様に中学校長についても、 中学校長歴
年以上の
学校現場の
中都市部、
者で、 教育行政経験者10名 (中A①~ ⑩) と
み経験者10名 (中B①~ ⑩) を選び、都市部、
地方市の勤務者を3 名程度ずつ選出した。 
以上のプロセスから、 聞き取り調査対象は小学校長20 
名と中学校長20名の計40名と
加えて性別による比較もでき
した。 上記の三つの観点に
るよう 、男女比についても
配慮して調査対象者を選定した。
調査時期は、 校長の職務に支障をきたさないため、 平
成27年 7 月末から8 月までの夏季休業中とした。 調査対
象の内訳を整理すると表1 のよう になつ
4
1)
(
 
た (、 
項目ごとの結果
「あなたは、 管理職を目指すにあたって、 法規につ
いていつ頃学習されましたか」
学校長と して各種職務を遂行するにあたり、 法規 ・ 法
令に基づく 判断は不可欠だが、 一方で教論等の日常業務
において同様の必要性を感じるものは少ないと考えられ
る。 これは教論から管理職へとキャリアを積む中で、 法
規に対する意識が変化し学習に取り組むよう な変化が起
きることを示唆しているが、 それはどういう状況なのか。 
管理職になるまでの法規 ・ 法令の知識の習得状況につい
て、 教論時代等における法規
あわせて調査した。
質問に対して40名中22名は
して学習した」 と回答し、 残
・ 法令への意識や関心度と
「教頭選考試験の受験に際
り
試験の受験に際して学習 した」
の18名は 「指導主事選考
と回答した。 なお教頭選
考試験を目指して法規を学習したと回答した22名のうち、
2 名はそれぞれ県教育委員会事務局指導主事および市教
(小学校長) ( ) 内の数字は女性
小学; l r 長 l _ l t 1, l _ l 地方 r ll l l ll 
育行政経験 (10人) l 5 ( 1 ) 4 
、、・ t l 
,場のみの経験 :、 三i (10人) l 5 ( 3 ) 2 ( 2 ) '子ノ 、父 : 目 :フ 
言一 十 (20人) l 1 0 6 
表1 -2 調査対象者内訳 (中学校長) ( ) 内の数字は女性
中学; 長 l 中者 地方市 S「 ll 
育行政経験;; 三i (10人) l 3 ( 1 ) 5 
学校現; 場のみの経験 (10人) l , 5 ( 1 ) 
言十 (20人) l 4 1 0 
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育委員会事務局指導主事と して任用された。 調査対象と
した校長の全てが、 教頭選考試験または指導主事選考試
験の受験に向けて法規の学習をしたとの回答であり、 試
験の準備が重要な契機となっていた。 ただし任用の順番
を考えると、 指導主事選考試験の際に学習した18名の方
が若干早いタイ ミ ングで学習を開始していたという こと
が指摘できるだろう。
女性校長への聞き取り調査では、 次期女性管理職を養
成するため、 女性管理職による女性教員への学習会を開
いている市があることも分かった。 たとえばA市の女性
校長及び教頭で組織する女性管理職研修会では、 管理職
に昇任することを希望する40歳前後の女性教論に対し、
3 ~ 4 年かけて管理職養成の学習会を開催しているとの
ことであった。 研修会は年間10回程度開催され、 そのう
ち2 回程度は法規に関する研修会に充てられているとの
ことであった。 講師は主に市内の女性校長、 教頭であり、
市教育委員会指導主事を招へいすることもあるとの回答
であった。
また市単位で学習会を実施するケースもみられた。 た
とえばB市では、 男女問わず市内の教頭選考受験者が各
校の校長推薦のもとで招集されており、 受験までに3 年
程度の学習会を経るこ ととなっていた。 さらに一部の中
学校長からは、 自身が教務や生徒指導を担当していた際
に、 将来を見据えて教頭選考試験を意識した法規 ・ 法令
の学習会を校内で開き、 当時の校長が講師となってい
という回答も得られた。 
た
く聞き取り事例1 >
(小学校長 小B⑥ 学校現場のみの経験者)
教頭受験の折に法規 ・ 法令の勉強をしましたね。 A 
市ではね、 女性校長会の勉強会も管理職候補者が、 教
頭受験の 3 ~ 4 年前から仲間に入れてもらっていて、
年間10回以上の研修会に参加したかな。 法規も、 その
中で学習したと思う。 A市はとっても熱心でね、 小学
校、 中学校合わせると30校近く あるでしよ、 その中か
ら、10人程度の主幹教論、 教論の中から人選して、 管
理職候補者を出していて、 そこで勉強会をしている。 
< 聞き取り事例2 >
( 中学校長 中B② 学校現場のみの経験者)
教頭受験の時と、 教頭時代に生徒指導関係でよく法
規 ・ 法令について勉強した。 また、 教論時代に教務を
経験したとき、 校長から、 法規について知つていた方
がよいと教えられて、 教育課程の時数、 学期の始まり
など、 学校管理運営規則にそって教務の仕事を進める
ときに、 関連法規についても、 少しずつ学ぶよう にし
ま したね。
(質間 : やはり、 教務を担当した教員と担当しなかつ
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た教員とでは、 法規 ・ 法令についての知識は違います
か。)
まったく携わっていなかった教員とでは、 法規 ・ 法
令に関する知識が違う と思いますね。 教務を担当して
いた時、 そもそもの法的な根拠を調べるようt こなった。 
ある程度の法規を勉強していないと、 他の教員へ説明
が出来ない時があったこ とを思い出しますね。 
< 聞き取り事例3 >
( 中学校長 中B⑤ 学校現場のみの経験者)
B市は、 市教委の教頭試験受験者を対象とした勉強
会で、 過去問とかを利用して指導してもらった。 市教
委の課長、 校長会の研修担当校長が講師を務めてく れ
た。 どの市も同じよう に市教委と校長会との勉強会が
あるときいており、 レポートの書き方とか、 法規の勉
強を何回かしていただいた ( 一、 
< 聞き取り事例4 >
(小学校長 小A⑥ 指導主事経験者)
指導主事受験の時は、受験資格の年齢になって校長
から、 受験しないかと誘われて、 市内の同じ受験仲間
と法規 ・ 法令は勉強した。 法規 ・ 法令で分からない時
は、 校長に伺う よう にした。 最終的には、 個人で勉強
したね。 
これらの聞き取り事例からは、 市教委や校長会が法規
に関する学習の場を設定し、 組織的に機会を作っている
ことがうかがえる。 いつぼう事例4 のよう な指導主事受
験者については、 同じ受験者同士での学習会や動務校や
知り合いの校長からの助言を受けながら個人で学習をし
ているよう であった。
また小学校教論については、 職務を遂行するために法
規に関する学習をしたという回答が見受けられなかった
一方、 中学校では事例2 のように教務や生徒指導担当者
が他教員や保護者に対して説明する役割を担っている関
係上、 教論であっても法的な学習を経験していた。
指導主事選考試験の受験に際して個人的に法規 ・ 法令
について学習をしている事例はすでに指摘したが、 指導
主事経験者である別の校長は次の事例5 のようにも指摘
している。 学校において法規の理解は管理職だけに求め
られるものではない( = 個々で勉強を進めておくべきも
の) にもかかわらず、多 く の教員にとって学習の必要性
が認識されていない中で、 どのよう にすれば法規の理解
と学習を促せるのか、 管理職試験のあり方も含めた問題
提起を読み取ることができる。 
< 聞き取り事例5 >
(小学校長 小A⑤ 指導主事経験者) 
・ ・ ・ 法
学校経営の中で求められる法的知識とその学習機会
規を学ぶこ とについては、 個人的ではあるが必
要なこ とだと思う。 だけど、 勉強会でわざわざ行う も
のではないと思う。 法規については、 選考試験の参考
書などが多く出ており、 また、答えが0 0法に従って、
こう判断する、 といつたこ とが分かっているこ とが多
いので、 論文の書き方などの研修会は必要だが、 法規
の研修会は必要ないと思う。 むしろ、 個人的に学習す
るこ とが大切なこ とではないかと思っている。 法規の
考え方などは、 分かっていて教員をし、 そのこ と を理
解したうえで教育実践を行ってきたのであろうから、
今更、 管理職を受けるから法規問題を学ぶという もの
ではないと も思っている。 わざわざ、 法規問題の講習
をしてもらわないといけないことなのかと疑問に思っ
ている。 何回もいうが、 法規が分かっていないから、
校長の判断が揺れて、 間題と されるのではないか。 選
考試験の論文で学校経営の考え方を述べるのもよいが、
それは基本的な法規を分かっているこ とが条件ではな
いかと思っている。 試験のための法規勉強では、 逆な
のではないかと思う。 
(2) 「校長になり、 法規を紐解く よ うなこ とはありまし
たか」
次に 「校長になり、 法規を紐解く よう なことはありま
したか。」 という質問に対して、「よくある」 と即答した
者が40名中 8名、 聞きとりの中で 「時々ある」 と回答し
た者は12名、 「全く無い」 と回答した者は20名であっ
その内訳は下表2 のとおりである。 
た 0 
① 「法規を紐解く ことがよくある」 と回答した内訳と理由
上記の表 2 の内訳をみると 「法規を紐解く よう なこと
があった」 と即答した8 名は、小学校長が6 名、 中学校
が 2 名であった。 また8 名のう ち6 名には指導主事経験
があり、 そう した経験のない(学校現場のみを経験した
校長) 2 名はいずれも小学校長であった。
指導主事経験者で 「法規を紐解く ことがよく ある」 と
回答した者をみると、県教育委員会事務局や市教育委員
会事務局で管理主事を経験した者、 市教育委員会事務局
で人事担当指導主事や課長以上の役職を経験した者となっ
ており、 それらの職務においても法規 ・ 法令に基づく判
断の機会が多かったと述べている。
いつぼう、 市教育委員会事務局での経験がある中学校
長の中には、 市教育委員会に問い合わせるより、 その校
長に聞いた方が早く解決するとの判断から、 近隣校長の
問い合わせを受けることが多く、 これに対応するために
自身の説明を確認するべく法規を紐解く、 といった回答
もあった。 また別の中学校長は、毎年行う学校行事の内
容等を (法規等の根拠に基づいた判断ではなく) 「昨年
通り」 といった曖味な慣例で校長会が判断しているため、
保護者に 「なぜ実施するのか」 などと問われた時のこと
を考え、 説明が曖味になりそう な時には必ず法規を紐解
く よう にしていると回答していた
< 聞き取り事例6 >
(中学校長 中A⑤ 指導主事経験者)
c 市では、 よく事件が起こりますからね。 特に体罰
なんかについては、 法にも書いてあるよう に、 絶対い
けないと常に教員に言っておかないと。 だからまあ、
何法の何条つていう ことまでは言いませんが、 法規を
見直したことは、 何度かありますね。 服務関係、 体罰
関係など、 分かっていても、 説明する際、 確認の意味
で見直したことがありますね。
ただ、 この法律にこう書いてあるって言っても、 関
連の法規も言っておかないとね。 事務局時代に当時の
上司から、 「何かあれば、 必ず法規を見て、 確認する
こ とや」 と育てられたので、 そのよう に市教委時代に
は、 各学校の管理職にも伝えてきましたね。
校長職では、 常に、 法規を確認してから、 対応する
よう にしないと。 どんな保護者がいるか分かりません
からね。 だから、 隣の校長や、 親しい校長は電話して
きて、 関連法なんかをよく聞きますよ。 その法規を教
えてやらないと、 こ っちにもとばっちりが来ますから
ね。 学校現場だけの校長さんは、 あまり法規について
知らないので、 それでは校長と して、 持ちませんね。 
< 聞き取り事例7 >
(中学校長 中A⑥ 指導主事経験者)
白分の学校のことではないのだけど、 校長会で、市
内全中学校で揃えておかないといけない事案なんかあっ
表 2 聞き取り結果内訳 (小・ 中学校長) 
校種 . 職歴 
内容 法規を紐解く こと
がよく ある 
規を紐解く ことl 
が時々ある l 
法規をまったく紐
解かない 
指導主事 
経験者 
中学校長 (10人) 2 5 l 3 
小学校長 (10人) 4 4 l 2 
学校現場 
のみ経験者 
中学校長 (10人) 0 2 l 8 
小学校長 (10人) 2 , l 7 
計 (40人) 8 1 2 l 2 0 
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た時には、 事務所経験者と して、 「それはだめだ」 っ
ていきなり言う と角が立つから、 「法規を調べてから
判断したほうがいいのじやないですか」 って、 よく言っ
ている。
校長会では、 服務のことでね、 「去年通り」、 「これ
は去年もこのようにしていたから同じにしよう」 といっ
て通すこ とが多いので、 「それはちよつと待った」 と
言う。 「なぜこう なのか、 どういう法規のもとでOK 
なのかが語られないといけないのじやないか」 って。 
嫌がられるけども、 そんな時は、 どの校長も、 説明で
きないと。 「校長会で決めたことやから」 では、 教育
事務所から個々の校長が説明を求められた時、 困らな
いよう にと思って、 どの法規、 法令のもとで、OK な
のかを一度勉強しよう とよ く言っているね。 そういう
ことを しておかないと地域と して困る事態になるから、
いつも会議をス ト ッ プさせるこ とになって煙たがられ
るけど、自分としては言っておかないといけないと思っ
ていますね。 
法規を紐解く ことがよ く あると回答した小学校長のう
ち指導主事経験のある4 名は、 児童の転出入に伴って学
級数の変動が起こりやすい学校に勤務していた。 毎年の
ように新年度を迎える前に学級数が不確かになる ( たと
えば数名の転出入の有無によって学年の学級構成が3 ク
ラスになるのか4 クラスになるのかが変動する) など次
年度の学級編成のため、 他には特別支援学級の申請によっ
て学級数に変動がある場合など、 教員数の確保のために
法規を紐解く ことがあるとの回答があった。
いつぽう、 学校現場経験のみの校長2 名のう ち1 名は
都市部に動務校があり、 何かがあれば必ず弁護士を連れ
て来校するといった保護者の対応もしている。 こういっ
た場合、 保護者は学校の責任者として常に学校長の回答
を求めるとのこ とであった。 またもう1 名の校長は、 学
校管理下での児童のけがへの対応や学校行事における旅
費に関する対応をする場合、 法規を紐解く と回答したC
< 聞き取り事例8 >
(小学校長 小B⑤ 学校現場のみの経験者)
例えば、 教頭の時にあったんですけど。 始業式、 終
業式ね、 「あれ誰が決めているのや」 と保護者から尋
ねられた時。 「校長に市教委が権限を委任しているの
に、 決められないのか」 ってね。 そう した、 法規をよ
く知つている保護者から問い合わせをされてから、 法
規をよく紐解く よう にしていますね。 
< 聞き取り事例9 >
(小学校長 小B③ 学校現場のみの経験者)
例えば、 「修学旅行先での旅費はどこまで発生する
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のか」 という職員の質問に対して、 「修学旅行に行っ
て児童が病気になった場合にはタク シー搬送が出来る
のか、 その根拠はどの法規なのか」、 「修学旅行での勤
務に対して週休日の振り替えをいつするのか」 などと
いつたことへの回答のために調べたことがあり ます。 
この2 名の校長の学校は、 どちらも学年4 クラス程度
の規模であり、 都市部に位置している。 医者、 弁護士を
保護者にもつ児童が多く在籍している学校でもあり、 ま
た教職貝についても動務時間の明確化や、 教職員と して
の諸権利を主張する傾向の強い学校であった。 こう した
学校では、 学校内外からの質問に対して、 校長としての
判断に説明を求められることが多 く、 根拠に基づいた回
答をするために法規を紐解く ことが多いという ことであっ
た。 
② 「法規を紐解く ことが時々ある」 と回答した内訳と理由
また、 質問をした時に、 最初は 「法規を紐解いたこと
はない」 と答えていた12名については、 聞き取り を進め
ていく 中で、 「そう言えば、 あのことについては法規を
確認したな」 という よう な形で、 教職員の勤務に関する
対応において確認したという回答が得られた。 
③ 「法規をまったく紐解かない」 と回答した内訳と理由
最後に 「法規をまったく紐解かない」 と回答した20名
の校長については、 2 グループに分類することができた c 
一つは、県教育委員会事務局や市教育委員会事務局で
の管理主事経験、 市教育委員会の人事担当指導主事及び
課長以上の役職経験者であり、 これまで法規に基づいた
判断を求められることが多かったことのある5 名である。 
これらの校長は教育行政に携わっていた経験から、法令 ・ 
法規に関する知識等を既に十分もっており、 わざわざ法
規を紐解かなく ても大筋は理解していると回答していた (、 
いつぼう、 もう一つの 「法規をまったく紐解かない」
と回答した15名の校長のほとんどは 「校長になって、 法
規について必要性を感じたことは無いから」 といった理
由を述べ、 「何かあれば市教委に問い合わせれば十分で
ある」 や 「市の指導主事の判断を聞く ことで、 白らが法
規を紐解く よう なことはしない」 といった回答を示した。 
これらの校長は、 市の管理運営規則を法規以上に気にか
けていた。 特に教頭時代に法規に関わるよう な対応をし
たこ とがなかった校長については、 現在もあまり法規の
必要性を感じていないよ う であった c 
< 聞き取り事例10>
(小学校長 小B④ 学校現場のみの経験者)
校長になって法規については、 まったく 勉強しなく
学校経営の中で求められる法的知識とその学習機会
なった。 法規では、 教特法、 研修などを注意しないと
いけないと思っているけど、 直接法規を見るよう なこ
とはないね。 何かあれば、 市教委に問い合わせれば分
かるからね。 市の管理運営規則に従ってやっておれば
よいこ とだし、 市教委に問い合わせれば、 分かるし、
判断を求めることができる。
地区の校長会で、 ある程度決まりきったことがある
ので、 そんなに直接的に法規を紐解く ような事態に陥っ
たこ とはないと思う。
でも、 法規は知識と して知つていれば、 もっと自信
をもって言えるのだけど。 ただ、 校長と して日立つこ
と もよく ないし、 周りの動きをよく見るよう にしてい
る。 
(3) 「学校を管理運営するのに、 どの法規の理解が必要で
あると思いましたか」
次に、「法規を紐解く ことがよく ある」 「法規を紐解く
ことが時々ある」 と回答した20名の校長が紐解いた法規
を整理する。
まずどう いった課題において法規理解の必要性を感じ
たかについて、「(ア) 教職員に関する課題」 「(イ) 教育
活動を進めるうえでの課題」 「(ウ) 児童 ・ 生徒に関する
課題」 の3 つに大きく分類した。 次に 「(ア) 教職員に
関する課題」 をさらに 「(A) 教職員の研修 ・ 出張等の
服務に関すること」 「(B) 教職員の労働条件、 身分上に
関するこ と」 に分類し、 さらに(B) の内容を 「(a) 週
休日の振り替えや休暇、 動務時間等に関すること」 「(b) 
体罰、 地公法に基づいて教職員に禁止されているこ と」
と小分類した。 その結果が以下の表3 である。
(ア) だけで53件の回答があったことからも分かるよ
う に、多く の校長は教育活動に関係することや、 児童生
徒に関係すること以上に、 教職員に関する法規の理解を
必要と感じていることが読み取れる。 一方で ( イ) の教
育活動に関するこ とでは7 件、 ( ウ) の児童 ・ 生徒に関
することでは7 件の回答があった。
教職員に関するこ との中では、 特に(B) の教職員の
労働条件のことや身分上に関することが大半を占めてい
ることが分かった。 教職員の労働条件に関することの具
体例としては、 教職員の勤務時間の割り振りの対応が挙
げられていた。 また、 最近の学校現場では、 大量退職に
対応して教員数を確保するため、 本定臨時的任用教員や
大学を卒業したばかりの教員が増加している。 そのうえ
に様々な雇用形態による非常動講師や補助員も増加して
おり、 市教育委貝会が独自に雇用した非常動職員なども
いる。 これらの新たな状況に対応する必要性が学校現場
で生じていることも判明した。
表 3 の (ア) 教職貝の服務に関することの( A ) 特例
法、 地公法等による研修 ・ 出張に関して、 ある中学校長
は、 中学校では週休日における部活動への参加や大会参
加教員の対応を、 これまで慣例と して校長会判断のもと
で出張と して校長が承認していたが、 今は個々の校長に
説明責任を求められるよう になったために法規 ・ 法令を
参照したと回答していた。 また、 夏季休業中における承
認研修に関して、 校務には全く関係のない研修を自己の
資質向上と して承認を求めてく る事例などを挙げ、 法規
を参照した対応の必要性を示すものもあった c 
< 聞き取り事例11 >
(小学校長 小A② 指導主事経験者)
これ出張にするかしないかとか、 研修にあたるか当た
らないとか、 こういう微妙な時があるじやないですか。 
それを届け出てきた先生に説明をしよう と したら、 やっ
ぱり法規 ・ 法令を紐解きますよね。 また、 いろんな加配
教員が来て、 勤務の在り方とか、 それぞれの職務内容を
表 3 聞き取り結果 分類内訳 (小・ 中学校長) ※複数回答による 
分類 (内容項目) 
中学校長 l 小学校長 
計 常事 学校現場のl み経験者 l 常事 学校現場のl み経験者 l 
(ア) 教 
職員に関 
する課題 ft 特例法、 地公法等による研修 ・出張に 関すること 3 2 1 2 2 9 
( B ) 労 
働条件、 
身分上に 
関するこ 
と 
(a) 週休日の振り替えや休暇、 動務 
時間等に関すること 7 4 1 7 4 2 2 
(b) 体罰 地公法に基づいて教職昌 
に禁止されていること 6 4 1 ,。 2 2 2 
(イ) 教育活動を進めるうえでの課題 2 2 l , 2 7 
( ウ) 児重・ 生徒に関する課題 3 , l , 2 7 
計 2 1 1 3 l 2 1 1 2 6 7 
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職員に説明しなく てはならないこ とがある。 例えば、 こ
の時間に出勤すると、 彼には補償が何もないため動務を
させてはいけないとか。 なかなかきちんと、 説明する時
間がないときがありますよね。 でも、 今、多種多様な先
生方が、 学校に入ってきているからね、 勤務形態を教え
ておかないといけない。 先生方の中には、 みんな同じ身
分やと思っている人がいますからね。 非常勤の人たちに
簡単に時間を延ばして、 仕事をさせよう と したり とか、
これちよつと手伝ってと気軽に声をかけてみたり とかす
るこ とは大いにあるこ とだし、 元々は教員だった先生が
再任用と して非常勤で働いているので、 気軽にその言葉
に乗ってしまっていたり、 再任用以外で非常動と して雇
われている人に対しても同じよう な感覚で言う。 管理職
以外の人が 2 時間あなたは余計に仕事をしてく ださいつ
ていう、 一般社会ではありえないことが学校ではあるの
ですよね。 
その他にも ( B ) 教職員の労働条件、 身分上に関する
ことでは、 動務時間の割り振り対象をどの用務までとす
るか、 また全職員が関わる用務と教職員の個人差による
用務の範囲をどのよう に仕分けるのかといった実務への
対応や、 市民オンブズマンへの対応と して法規 ・ 法令を
紐解いたという小学校長の事例が聞き取れた 0 
< 聞き取り事例12 >
(小学校長 小B⑧ 学校現場のみの経験者)
特に何をしているという こ とはしていませんよ。 た
だ、 この地域はオンブズマ ンの方の動きが激しいとこ
ろでもあるので、 常々、 教職貝には、 動務時間や休暇
のことなどは、 いつ聞かれてもはっきり と言えるよう
にしておかなく てはならないと伝えていますね。 
また、 中学校、 小学校ともに、 若い20歳代の教員が増
加しているため、 育児休業やこれまでにはなかった復帰
後の子育て休暇への対応や、50歳代の教員からの介護休
暇の申請への対応など、 新たな制度の導入に対する法規 ・ 
法令への学習が必要であるという考えも聞かれた。
このよう な新たな事例への対応のなかでは、 指導主事
経験のある校長が市教育委員会への相談役となって法規 ・ 
法令を調べ、 市教委が校長会を通じて校長に説明するの
を援助しているよう なケースもみられた。
このほかに (b) の体罰や地公法に基づいて教職員に
禁止されているこ とについても、 中学校、 小学校とも多
く の校長が、 法規 ・ 法令を紐解いたと回答している。 中
でも指導主事経験のある校長にこの傾向は顕著で、20名
中16名が紐解いたと回答している。 特に体罰に関する校
内での研修会において、 学校教育法の体罰の禁止や、 地
方公務員法での信用失墜行為の禁止、 秘密を守る義務、
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職務に専念する義務、 政治的行為の制限な ど教職員の非
違行為に対する法規を説明しているとのことであった。 
また、 指導主事経験のある校長からは、 毎学期末に出さ
れる県教育委員会、 市教育委員会から出される綱紀粛正
の内容を伝達するに際に、 法規に基づいた説明が必要で
あると判断し、 綱紀粛正の本文のみの読み上げや、 ただ
目を通しておく ようにとの指示だけで終わるのではなく、
それぞれの内容に関係する法規の説明を加えて注意喚起
を行っているという例も挙げられた c 
< 聞き取り事例13 >
(小学校長 小B⑩ 学校現場のみの経験者)
法的なことでは、 市の管理運営規則に沿って、 やっ
ていると しかいいようがないですね。 現在のところ、
大きい問題は起こっていませんね。 ただ、 県から出る
綱紀粛正、 市の綱紀粛正を学期末ごとに話す際に、 法
規の基づいていると伝えるようにしていますね。 普段
から、 我々公務員は、 何事も法律で守られ、 法律を守
??こ とが大切であると伝えています。 そのこと を十分
った上での行動をしてほしいと訴えていますね。 
< 聞き取り事例14 >
(小学校長 小A⑩ 指導主事経験者)
管理職と して法を一番使うのは、 綱紀粛正などの県
教委からこう いう研修をやりなさいって言われた時で
すね。 きちんと法に基づいて話をしないと、 先生方に
はご理解いただけないから、 もう、 そこですね。 あと
体罰とかね、 やはり研修関係ですね、 自分が管理職と
して職員に研修をしないといけない時に、 きちんと法
に基づいて、 ?のよ う に言われているから、 法体系で
こ う なっているから、 先生方、 これを守ってく ださい
ねって言ったら 「納得」 ってね。 
< 聞き取り事例15 >
( 中学校長 中B⑨ 学校現場のみの経験者)
保護者も、 いろいろ言って来ますがね、 公教育と し
て、 法規に沿って学校運営を行っていると しか言って
いませんね。 しっかり と、 初めに伝えることが大切で
あると思っていますね。 私は、 教頭時代、 校長が県教
委経験者だったので、 そのよう な法規の大切さや、 考
え方を教えてもらったよう に思う。 その時に法規、 法
令の紐解き方を学んだように思います。 
次に ( イ) の教育活動を進めるうえでの課題について
は 7 件の回答があったが、 その内訳をみると指導主事経
験者が 3 件、 学校現場のみ経験の校長が4 件であった。
指導主事経験者については、 中学校と小学校で課題に
違いがあった。 中学校長の2 つの回答は、 教育課程の編
学校経営の中で求められる法的知識とその学習機会
成における授業時数や教員定数の確保に関することであっ
た。 小学校長の回答は学校行事等に対する保護者の (過
剰な) 問い合わせや要望への対応といった性質のもので
あった。
学校現場のみの中学校長の回答は、 指導主事経験者と
同様で、 教育課程の編成における授業時数に関すること
であった。 小学校長の回答は、 週休日である土曜日に授
業を実施した場合の代休日や始業式の日の決定や、 学校
での水泳指導中の事故など、施設管理に関することであっ
た。 
< 聞き取り事例16 >
( 中学校長 中B② 学校現場のみの経験者)
教頭時代には、 生徒指導関係でよく法規について勉
強した。 また、 教論時代に教務を経験し、 そのとき校
長から、 法規について知つていた方がよいと教えられ
た。 教育課程の時数、 学期の始まりなど、 管理運営規
則に則って教務の仕事を進めるときに、 関連法規につ
いても、 少しずつ学ぶよう になり、 今でも教育課程を
編成する際に、 時数に関して法規を確認している。 
< 聞き取り事例17 >
(小学校長 小B⑤ 学校現場のみの経験者)
他府県でね、 プール指導教員の3 人が全員プールに
入って指導していて、児童の一人が湖れて死んでしまっ
たことがあるでしよ。 その時の管理責任です。 行政賠
償ですよね。 自分が動務する市の場合、 そんな事故の
情報を新聞なんかで読んで、 いろいろなクレームをつ
けてく る保護者がおり、「我が校でもプール事故があっ
ては困る。 プール指導の監視はどう なっているのか」
と間い合わせをしてく る。 そんなときに法規を見るこ
とはたまにありました。 学校の施設管理の責任者は校
長であり、 市によって多少は違う んですけども、 施設
の開放については、 校長が管理責任者となるので、 管
理についてのいく つかの法律について調べたこ とがあ
ります。 
最後に ( ウ) の児童 ・ 生従に関する課題については7 
件の回答があり、 その内訳は指導主事経験者から4 件、
学校現場のみ経験の校長から3 件であった。
指導主事経験者の 4 件は、 中学校と小学校で課題に違
いがあった。 中学校長での3 件の回答はすべて同じで、
生徒指導上の課題として、 授業妨害を行う生徒への別室
指導について法的な根拠を求めて学校教育法を紐解いた
という回答であった。 小学校長の回答は、 学校でけがを
した児童への対応について保護者への説明をするためと
いう ものであった。
また学校現場のみの校長からは3 件の回答があり、 中
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学校長については指導主事経験者と同様に、 生徒指導上
の課題として、 授業妨害を行う生徒への別室指導につい
て法的な根拠を求めて学校教育法を紐解いたという回答
であった。 小学校長については、 学校保健法に基づく児
童の出席停止に関することであった c 
< 聞き取り事例18 >
(中学校長 中B⑨ 学校現場のみの経験者) 
中学校なので、 暴れた子は別室指導について文科省
から法的根拠について示されたものがあるので、 それ
に沿ってやっています。 先生方には、 「別室指導で訴
えられるこ とはありませんよ」 とか、 保護者から言わ
れた時に、 例えば、 「なんで生徒を別の部屋で授業を
受けさせるのや」 と言われた時に、 「やはり授業を妨
害しているという ことで、 一時家に帰させるのではな
く て別室で勉強させます」 と言えるよう にしている。 
やはり法規の文言を入れておかないと説得力がないで
すね。 
(4) 「今回の質問で、 法規について何か感じたことはあ
りますか」
今回の聞き取り調査の対象者40名はすべて、3 年以上
の経験のある中学校長と小学校長である。 現在まで、 ど
の校長も大きなトラブルもなく、安定した学校運営を行っ
てきているよう であったが、 その安定した期間において
も、 何らかの形で法規 ・ 法令が必要であると感じている
様子がうかがい知れた。
このことは 「校長になって法規を紐解く よう なことは
ない」 と回答した20名の校長においても同様で、 市の学
校管理運営規則や綱紀粛正の通知などに従った運営をす
る中でも、 法規の必要性を感じていることが読み取れた。 
校長と しての法規への関心と学習姿勢については、 大
き く3 つのグループに分けるこ とができた。 まず第1 グ
ループは、 法規 ・ 法令の関心と必要性を積極的に回答し
たグループであり、 第2 グループは、 あまり関心も示さ
ず、 積極性を感じないよう な回答をしたグループである。 
また第3 グループは、 自らが法規 ・ 法令を紐解く ことな
く市教委の指導主事等に頼り切るといった回答をしたグ
ループであった。
それぞれのグループの回答例を比較してみると、 第1 
グループでは 「法規は、 管理職になる前の心得である」
「何かあればと思い、 その時に対応するために法規の本
を用意している」 「校長は法規を知つていないと説得力
がない」 「絶対に自分たちのやっているこ とは法律に書
いてあるし、 守られているので、 気になった事柄につい
ては調べるよう にしている」 など、 法規の必要性を強く
回答していた。 一方で第2 グループでは、 「法規の必要
性は理解しているが、 職務に追われ、 恥ずかしながらあ
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まり法規はみていない」 といった回答が目立った。 そし
て第 3 グループでは、 法規の必要性は十分理解している
ものの 「何かあれば市教委に問い合わせればわかる。 殆
どのこ とが市の管理運営規則に従ってやればよい」 と市
教委からの判断に委ねるよう な回答が目立っていた。
上記のよう な各グループを校種別、 経歴別に分類してみ
ると、 下表4 のよう な内訳となった。
第 1 グループにはこれまでの職歴に関係なく多 く の校
長が入っており、 法規の必要性を強く感じているこ とが
読み取れる。 小学校長と中学校長とで比較しても必要性
の認識に大きな差はみられなかったが、 中学校長につい
ては、 学校現場のみの経験者の中にも法規の必要性を感
じる者が多く いるという傾向が示されていた。
このことは、 教論時代の経験に関係しているようであ
る。 これまでに挙げた中学校長の回答からも分かるよう
に、 中学校では教務、 生徒指導といった職務を遂行する
際に法規を参照するケースが見られ、 法規の必要性につ
いての素地が養われていると考えられる。 一方、 小学校
長についてはそう したプロセスがないと考えられ、 校長
となった段階での法規の必要性認識に違いが生まれたも
のと考えられるのである。
また第2 グループの回答からは、 法規の必要性を感じ
てはいるものの、 その場その場での対応で過ごし、 大き
なト ラブルにはなっていない様子がう かがえた。
そして第3 グループの指導主事経験者の校長の3 名は、
これまでの職務において県教育委員会事務局の管理主事
や市教育委員会の課長職以上を経験者しており、 ある程
度の法規については理解していることがうかがえた。 一
方で学校現場のみ経験の6 名の校長からは、 「何かあれ
ば、 市教委に伺いを立てれば解決する」 「実際に指導面
で先生方の元_買張っている姿を保護者に見てもらっておけ
ば、 保護者や地域から訴えられることもなく、 教員へは、
服務面など、 公務員と しての意識付けをしておれば、 法
規ということは少ないと思う」 「市の管理運営規則に沿っ
ていれば、 何ら問題はない」 といった回答がみられた。
市の管理運営規則に沿っての学校運営が大切であると
いった回答は、 第1 ・2 グループの校長からも聞き取る
ことができた。 管理運営規則に基づいて日常的な学校運
営を行う ことも可能ではあろうが、 大量退職と若い教員
の大量採用という状況、 あるいはいじめや不登校及び体
罰など保護者に対する説明責任を生じる事案の発生、 さ
らには教員の服務に関する新たな対応も求められる時代
においては、 これまで以上に法規 ・ 法令などによる根拠
に基づいた説明が必要になると考えられる。 そう した意
味では、 第2 ・ 3 グループの校長は、 学校に法的対応を
必要とする事案が発生したと きのリスクを抱えていると
いう こともできよう。 学校経営上の危機が発生し、 校長
と して即座に判断を求められる場面で、 何事も市教委の
判断に委ねるという形の学校経営には一定のリスクが懸
念されるのである。
なお、 これらの回答を整理する中で、 都市の小学校長、
中学校長の方が、 地方の小学校長、 中学校長に比べ保護
者対応や生徒指導に対するリスクマネージメ ント意識が
高い傾向がうかがえた。 勤務地域の違いによって、法規 ・ 
法令に対する必要性に違いが見いだせたためである。
今回の聞き取り調査では、 半数(20名) の管理職が
「校長職になってから、 改めて法令 ・ 法規を紐解く こと
はない」 と回答しているが、 次の発言のよう に、 これか
らの管理職にとって法令 ・ 法規を学ぶ必要性はより強く
刃、ロ'l 識されるべきであろうc 
< 聞き取り事例19 >
(中学校長 中A⑩ 指導主事経験者)
学校現場では事件が起こっている。 教頭と して学校
の管理職になった時、 職員から事故の報告があった。 
そんな時に何に留意しないといけないのか。 そして普
段から どんなこ と をしておかないといけないのか。 そ
いうのは、 いわゆる事例と して、 法規的なことも理解
していなかったら適切な解決ができない。 先生は、 何
も知らないのや、 という こ とにつながっていく わけで、
このことから、 学校の信頼、 信用失墜につながってい
く こ とになると思う。 管理職になるには、 民法であっ
たり、 ある程度道交法や学校教育活動の一環を制御し
ている教育基本法であったり とか、 教特法であっ
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たり、
学校教育法を当然知つていなければ話にならないです
よね。 
< 聞き取り事例20> 
表 4 聞き取り結果 グループ内訳 (小・ 中学校長) 
校種・職歴 l 第 1 グループ l 第 2 グループ 第3 グループ
、 、 指導王事 
経験者 
中学校長 (10人) l 7 l 1 2 
小学校長 (10人) l 9 l 0 1 
、、' 日 子校現場 
のみ経験 
中学校長 (10人) l 6 l 1 3 
小学校長 (10人) l 3 l 4 3 
計 (40人) l 2 5 l 6 9 
学校経営の中で求められる法的知識とその学習機会
(中学校長 中B③ 学校現場のみの経験者)
3 代前の校長時代に保護者が弁護士を雇って、 やれ
成績について説明責任があるだろう って、 詰め寄られ
たことがあった。 その時のA校長は元々、 法学部の出
身者だったので、 自分自身も勉強されていたから、 そ
の保護者には適切に対応されたという こ とはありまし
た。 まあ、 そのA校長は、 元々ぼく の上司だったので、
その時の話を聞いていました。 校長になったら、 法規
を勉強しとけとよく言われました。
そして、A校長が退職する前かな、 校長の時からか
な、 校長と して法規を知つていないとアカンでという
ことで、 市内の管理職を集めて、 研修とか講習会とか
みたいなものを校長会でやっていましたね。 
< 聞き取り事例21 >
(小学校長 小A③ 指導主事経験者)
そう、例えば 「体罰」 と 「虐待」 との違いを述べよっ
て言われたら、 答えられる人が管理職で何人いるやろ。 
どちらも暴力的な行為だけど、 保護者は虐待、 そした
ら、 子どもを預かっている福祉関係の施設なんかで子
どもを口 く と、 何になりますかって。 虐待ですね、 で
も、 それって、 先生がすると体罰や。 それも言わない
と分からないこ とだけど、 虐待やから私たち教師には
関係ないと思っていても、 それを先生がしたら体罰と
いわれるのですよってね。 エーってなるよね。 
< 聞き取り事例22 >
(小学校長 小B⑨ 学校現場のみの経験者)
事例研修と して、 本当によく ありがちなことを研修
している。 保護者対応であったり、 不登校の子供の対
応であったり、 具体的なそういう事例を通して、 それ
は法規に則っていて、 どう なのか、 どう したら良かっ
たのかなど、 そこは、 こ う やっておく べきだっただろ
う などと、 法規に基づいた対応の研修を行っている。 
なかなかね、 管理職でなかったら、 法規がどう だとか
といつたこ とは考えないですね。 最近は、 地公法の公
務員と しての守らなく てはならないこ とを、 若い教員
に伝えるこ とが大切であると思っている。 何を考えて
いるか、 分からないこ とがある。 知つておかなく ては
ならないし、 法規によって守られているという こ とを、
伝えておかないとね。 
5 まとめと考察
以上の各調査では、 校種、 職歴、 動務地域(都市 ・ 地
方 ) 、 性別などに配慮したサンプリ ングを行ったう えで、
聞き取り を行った。 全体を通して印象的だったのは、多
くの校長から大量退職、 若い教貝の大量採用という現状、
またいじめや不登校及び体罰など保護者に対する説明責
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任を生じる事案の発生、 教員の服務に関する新たな対応
を求められる時代になってきているといった語りがみら
れたことである。 ある校長による 「地方公務員法の信用
失墜行為であるとか、 守秘義務であるとか、 知つておい
て、 教員に知らせておく 必要があるのじやないかな、 ま
た、 具体的な説明が必要な時期になってきていると思っ
ている」 といった発言は、 学校現場の実情を示している
と言えるだろう。
校種に注目して比較すると、 中学校長の方が小学校長
より も生徒指導の関係などから、多 く の法規を知つてお
かなければならないこ とや、 体罰禁止に向けた研修を積
極的に行っていることがわかった。 また、 小学校長が確
認している法規は、 教職員の労働条件や身分上に関する
ことへの対応が大半を占めており、 同じ校長職であって
も、 校種の違いにより参照する法規に違いがあることが
わかった。 また、 中学校長は、 法規面に詳しいであろう
校長とのネットワークを大切にし、 学校現場での対応を
行っているこ ともわかった。
職歴に注目して比較すると、 中学校、 小学校ともに指
導主事経験者は、 職務経験上ある程度の法規を理解して
身に付けているこ とから、 地域の校長会においてもこれ
まで培った法規に関する知識を生かし、 研修会での講師
などを務めているほか、 市教委の相談役を担っているよ
う なケースがあるこ ともわかった。 こういった動向から
は、 前例が少なく て市教委の指導主事では判断しにくい
よう な事案が近年増えてきているという様子がうかがえ
た。 また、 中学校教貝で生徒指導や教務関係に携わって
きた教貝については、 法の必要性を教員時代から理解し
ていることも指摘できた。 また学校現場のみの経験者の
校長の中でも、 教頭時代に指導主事経験者の校長のもと
での教頭職を務めた校長は、 法規の必要性を強く感じて
いるこ とが分かった。
都市、 中都市、 地方に注日して比較すると、 都市部で
は多種多様な考え方を持つ保護者への対応が多く、 時に
は保護者が弁護士と連れ立って学校へ校長の回答を求め
てく るという事例がみられた。 こう した場合、 校長は常
に弁護士との対応を視野に入れて法的根拠に基づいた回
答をしている。 地方ではそれほどの事例はみられなかっ
たものの、 地方においても近年は都市と同様に保護者対
応に苦慮する と回答した校長もいた。
性別に注目した比較については、 この聞き取り調査か
ら大きな認識の違いを見出すことはできなかったc ただ、
女性校長会が主体と なって次世代の女性管理職を育てる
ため、 自主的な研修会を実施し、 その中に必ず法規演習
を組み込んでいることや、 現職の女性校長会の研修とし
ても事例をもとにした法規演習を計画的に実施している
という市の状況がわかった。
なお、 教職員に法規等の説明をする機会と しては、40 
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名すべての校長が県教育委員会や市教育委員会から学期
?とに発出される、 綱紀粛正などの通知文を活用してい
こ とがわかった。 具体的にどのよう に教職員に伝える
かについては大き く2 つに分かれ、 一つは職務上での必
要な法的な説明も含めてしている校長であり、 もう一つ
は人と して生活上必ず守らなければならないことと して、
法的説明という よりはむしろモラル面での説明にと どめ
ている校長であった。 後者の校長も法規は大切であるこ
とを感じていながら、 法規を話題にするこ とは職場を堅
苦しく すると考えていた。 いつぼうで教員は通知の説明
を 「教頭が言ったこと」 「校長が言ったこと」 という よ
う に管理職個人の発言と認識する傾向が強いため、 そう
した受け止めにならないよう、 モラルと しての伝達にも
別の難しさを感じている様子であった。 学校現場におけ
る 「伝わりかた」 の特性の一端を示すものとも言えるが、
この中で法的に遵守すべき事項をいかに伝えるか、 とい
うのは学校経営実践上の課題と言えるだろう。
以上のように、 同じ 「公立小 ・ 中学校長」 といっても、
その職務経験や校種や学校のある地域などに影響されて、
法的知識の使われ方や法的知識への重要性認識に大きな
違いがあることが明らかになった。 特に同じ 「法的知識」
という用語を用いても、 国の法令をイ メ ージする校長と
各設置者の定める学校管理規則をイメ ージする校長がい
るという点は今後の課題を示唆するものであった。 すな
わち、 管理職選考試験等では取り扱われない学校管理規
則が、 実務のうえでは(一部の校長にとって) 大きな比
重を占めているという ミスマッチの問題が指摘できるほ
か、 国の法規 ・ 法令を十分に参照しないことで法的紛争
の際の対応にリスクを抱える余地があるという点で課題
が指摘できるのである。
今後はこういったミスマッチの是正を研修(Off-JT と
OJTの双方 ) でどう図るのかを考えるとともに、 管理職
選考試験等の分析を行って、 どの程度のミスマ ッチがそ
もそもあるのかについて把握するこ とも必要であると考
えている。 場合によっては、 管理職選考試験等の在り方
や、 学校管理職の養成プロ グラムにもかかる課題と言え
るだろう。 また 「法的な根拠」 や 「管理職の発言」 といっ
た権力性を意識する説明よりも 「社会人としてのモラル」
といった説明を好む文化にあって、 学校教育における法
的事項の取扱いをどう意識付けてゆく のか、 というのも、
法的対処や訴訟における当事者性の変化が避けられない
中で大きな実践的課題であると言えよう。 
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